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  令和７年第５回教育委員会議事録 

 

開 催 日 時  令和７年５月２１日（水） 

午前９時３０分～午前１１時００分 

 

場     所  八潮市役所会議室４－２ 

 

出  席  者  教   育   長  井 上  正 人 

 教 育 長 職 務 代 理 者  加 藤  正 道 

委       員  木 下  史 江 

委       員  髙 橋  洋 一 

委       員  橋 本  珠 美 

事務局出席者  教 育 部 長  千 葉  靖 志 

教 育 部 理 事  猪 原  誠 一 

教育部副部長兼社会教育課長    倉 林  昌 也 

教育部参事兼文化財保護課長兼資料館長  髙 山   治 

         教 育 部 副 部 長 兼 学 務 課 長    山 内   修 

         教 育 総 務 課 長  松 本  啓 介 

              新設小学校準備室長  柳 町  貴 栄 

新 設 小 学 校 準 備 室 主 幹  古 川   剛 

社会教育課主幹兼公民館長兼図書館長  藤 田  啓 介 

学 務 課 主 幹  坪 田  桂 樹 

学 務 課 主 幹  竹 田  紘 子 

   小中一貫教育指導課長  山 口  朋 幸 

   スポーツ振興課長兼体育館長  竹 渕  智 彦 

教育総務課庶務係長  関 根  郁 也 

教育総務課庶務係主任  片 岡  達 也 
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≪開会の言葉及びあいさつ≫ 井上教育長 

 

≪会議事項≫ 

１．会議録の承認について 

（１）令和７年第４回教育委員会定例会分 

[出席教育委員全員が承認] 

 

２．教育長諸報告について [ 別紙のとおり ] 

 

３．議 題  

議案第１９号 八潮市スポーツ推進審議会委員の委嘱に係る意見聴取について 

［ 説明者 松本教育総務課長 ］ 

八潮市スポーツ推進審議会委員に別紙の者を委嘱したいので、八潮市スポー

ツ推進審議会条例（昭和６３年条例第２号）第４条の規定により、教育委員会の

意見を求める。 

令和７年５月２１日提出 

 八潮市教育委員会教育長 井 上  正 人    

提案理由 八潮市スポーツ推進審議会条例第４条の規定により、八潮市長から

八潮市スポーツ推進審議会委員の委嘱に対する教育委員会の意見を求められ

たので、この案を提出するものである。 

（資料説明） 

（質 疑） 

○井上教育長 

 鶴見彩さんとはバスケットボール選手の方でしょうか。 

●竹渕スポーツ振興課長兼体育館長 

 現在、３×３のバスケットボール選手として活躍されている方でございます。

直近ではアジア大会に出場し、銀メダルを獲得されております。今後は、モンゴ
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ルで開催されます世界大会の日本代表強化合宿のメンバーに選出されておりま

す。 

○井上教育長 

 八潮市出身の方でしょうか。 

●竹渕スポーツ振興課長兼体育館長 

 八潮市出身、八潮市在住でございます。 

○井上教育長 

 増野博之さんと鈴木雅人さんはどのような方でしょうか。 

●竹渕スポーツ振興課長兼体育館長 

 増野博之さんにつきましては、新たに八潮市スポーツ協会の理事長となった

方でございます。 

 鈴木雅人さんにつきましては、柔道整復師をしている方で、各スポーツイベン

トでもご協力いただいており、学識経験者として推薦させていだきました。 

［ 教育長が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。 ］ 

 

議案第２０号 令和７年度八潮市一般会計補正予算案の提出について 

［ 説明者 松本教育総務課長 ］ 

教育に関する事務に係る部分の歳入歳出補正予算案を八潮市長に要求するこ

とについて、議決を求める。 

令和７年５月２１日提出 

 八潮市教育委員会教育長 井 上  正 人    

提案理由 寄附金の受け入れに伴い、令和７年度八潮市一般会計補正予算案と

して八潮市長に要求するため、この案を提出するものである。 

（資料説明） 

（質 疑） 

○木下委員 
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 寄附で購入した図書に寄附により購入したことが分かるような記載はあるの

でしょうか。 

●藤田社会教育課主幹兼公民館長兼図書館長 

 今回購入した図書は大きめの参考図書になるため、寄附で購入したことが分

かるようシールを張ることになっております。文庫等の小さい図書はシールを

張ることができないため、その点はご了承いただいております。 

 

○井上教育長 

 なぜ毎年寄附をいただけているのでしょうか。 

●藤田社会教育課主幹兼公民館長兼図書館長 

 昭和４８年から寄附をいただいており、当時の教育委員会の近くに潮文庫が

あり、同じ「潮」という名前から何かできることはないかと寄附をいただくこと

になったという経緯がございます。 

［ 教育長が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。 ］ 

 

議案第２１号 八潮市学校運営協議会委員の委嘱について 

［ 説明者 坪田学務課主幹 ］ 

八潮市学校運営協議会委員に別紙の者を委嘱したいので、八潮市学校運

営協議会規則第６条第１項の規定により議決を求める。  

令和７年５月２１日提出 

 八潮市教育委員会教育長 井 上  正 人    

提案理由 新たに八潮市学校運営協議会委員を委嘱したいため、この案を提

出するものである。 

（資料説明） 

（質 疑） 

○加藤教育長職務代理者 

 推薦者はＰＴＡの会長ではなく、代表でよろしいのでしょうか。 
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●坪田学務課主幹 

 会長ではなく、代表という立場となっております。 

●倉林教育部副部長兼社会教育課長 

 立場としては会長と変わらないが、本人の意向もあり、会長ではなく、代表と

なっております。 

［ 教育長が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。 ］ 

 

４．各部課長報告・連絡事項 

●千葉教育部長 

（１）令和７年第２回八潮市議会定例会会期及び日程表（案）について 

 会期につきましては、６月２日から１９日までの１８日間であり、３日に一般

質問の通告締め切り、５日に総括質疑の締め切り、１０日に総括質疑の本会議、

１１日に総務文教常任委員会、１６から１８日に一般質問、１９日が最終日とな

っております。 

 

（２）令和７年４月分「市民の声ボックス」の受付及び処理状況について 

●松本教育総務課長 

 まず、１番目の「学童の申し込みについて、申し込みの時点で、どこの学童

の倍率が高い等の情報をもっとだして欲しい。現場の意見をもっと聞いてくだ

さい。」というご意見についてでございます。 

こちらは、当初空きがない学童であっても、その後に空きが出て入所できる

こともあるので、申し込みの時点て学童の倍率が分かるようにしてほしい、よ

り現場の意見を踏まえた対応をしてほしいという趣旨のご意見でした。 

ご回答としまして、今年度においては、入所保留児童の対策のため、運営事

業者との協議や調整により、４月入所申請受け付け終了後に追加で児童の受け

入れることができたことのほか、公設公営と公営民設・民設民営とでは入所受

付と入所選考が別々に行っており、現状では実際の申し込み状況は各施設にご
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確認いただく必要があるものの、今後申込倍率の周知の方法についても、調

査・検討してまいりたい旨お答えしております。 

次に、２番目の「学童が８：００から開所で夏休みでの仕事の時間に間に合

いません。学童の開所時間を早めるか何か対策をお願いします。ジョイフルの

裏の中学校予定地について。どうなっているか教えていただけると助かりま

す。」というご意見についてでございます。 

こちらにつきましては、まず、学童保育所の開所時間について、公営の場合

は条例にて、夏休み等の期間は午前８時を開所時刻としていること、民営の学

童保育所では、各事業者の判断で開所時間を設定していることをご説明したう

えで、一律に開所時間を早めることについては、実際の保育体制の確保、各事

業者の運営状況、費用負担のあり方、小学校との調整等の課題があるため、今

後も調査・検討してまいりたい旨お答えしております。 

また、中学校予定地につきましては、現在「八潮市学校適正配置指針」の見

直しを行っており、その中で将来の学校施設の望ましい配置やあり方などの検

討を進め、中学校予定地の今後の利活用に関しても配置指針の見直しの中で検

討を行ってまいりたい旨お答えしております。 

 

●藤田社会教育課主幹兼公民館長兼図書館長 

 まず、１点目の「八潮市で使用している小学校中学校の教科書を八潮市の図

書館で閲覧できるようにしてほしい。」というご意見についてでございます。 

 こちらにつきましては、回答を希望しないということで参考とさせていただ

いております。なお、教科書を閲覧できる図書館も多数ございます。また、図

書館に所蔵すべき図書を選定する際にも教科書に載っている作家の作品も子ど

もたちが気になるところと思いますので閲覧用に購入を進めているところでご

ざいます。 

 続いて、２点目の「以前参加した子供向け読み聞かせがとても良かったので今

日も参加したかったのですが、駐車場の空きがなく、臨時駐車場に向かったもの

の門が閉まっていました。営業時間内の臨時駐車場の常時開放もしくは、公用車

用駐車場の空きが多かったので市民の利用可への変更について、検討をいただ

きたいと思っています。」というご意見についてでございます。 
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 こちらにつきましては、りらーと八幡では敷地内に１１台、隣接する諏訪神社

の境内も利用できるようになっております。イベント等で多くの方の来館が予

想される場合や満車の場合は、臨時駐車場として旧保健センターの敷地内にあ

る駐車場１５台程度開放しているところでございます。 

 ご意見いただいた臨時駐車場の常時開放につきましては、駐車場との距離が

あること、りらーと八幡以外の利用者が駐車してしまう可能性を考慮すると常

時開放は難しいと考えております。公用車駐車場についても空きがある場合は

ございますが、ゴミ収集車が止まる場合や他にも公用車の出入りがあることか

ら一般の方が止めるのは難しいと考えております。 

なお、おはなし会は平日開催であるため、駐車場が満車になることは基本的に

無く、当日も満車ではなかったので、諏訪神社の境内に駐車できることの周知不

足であったと考えております。そのため、掲示物等の見直しを行って改善を図っ

ているところでございます。 

 

●山内教育部副部長兼学務課長 

 学務課が関係する投書はＮo.５の「八潮市の小学校中学校を土曜日、日曜日

休みの完全週休二日制にしてほしい。」というご意見についてでございます。 

 こちらにつきましては、氏名や住所等の記載がございませんので、回答はで

きませんが、市内の小学校中学校は土曜日、日曜日はお休みでございますの

で、どのような意図で投書したかは不明でございます。 

 

●猪原教育部理事 

（１）市内小・中学校の様子について 

 まず、先日の学校等管理職との懇親会におかれましては、ご参加いただきあり

がとうございました。 

 運動会、体育祭につきましては、昨年度は潮止中のみ５月開催でしたが、今年

度は市内小学校中学校全１５校で秋の開催となります。 
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 ６月は食育月間となりますので、引き続き衛生管理を徹底いただき、食中毒が

あったことを風化させないために各校の学校だよりに食育月間の掲載を依頼し

たところでございます。 

 学校の様子といたしましては、初めて教頭、校長となった方に様子を伺ってき

ました。八幡中学校の和田校長は、管理職が３名変わったが、チームワークよく

出発できているとのことです。八條北小学校の小泉教頭は、４、５月は事務に追

われていたが、現在は少し余裕も出てきて、地域の方々にも声掛けができるよう

になってきたとのことです。大瀬小学校の飯島教頭は、大規模校で戸惑っていた

が、先生方の協力もあり業務を遂行できているとのことです。八條中学校の笹嶋

教頭は、小さい学校で戸惑っていたが、八潮市のシステムにも慣れてきたとのこ

とです。 

 先生方全体の様子といたしましては、新任の先生方は、初めての社会人、初め

ての仕事という戸惑いがある方も見受けられますが、多くの先生方の支えや管

理職の見守り、同僚の声掛けをしていきながら進めていきたいと思っておりま

す。 

 児童生徒の様子といたしましては、新年度が始まり、新しい環境の中、昨年度

学校にうまく行くことができなかった児童生徒も新学期当初は前向きな気持ち

を持っていますので、そういったチャンスを逃さないように、その気持ちを上手

に活かして学校生活を送れるように支援してまいります。 

 最後に先日の校長連絡協議会において話しましたが、児童生徒が絡む事件や

事故が多発しておりますので、先生方の注意喚起や子どもたちの安全安心の確

認を意識していただき、先生方に話をする際には校長先生の言葉で話をしてい

ただくようお願いいたしました。 

 

●松本教育総務課長 

（１）中川小学校学童保育所待機児童対策（案）について 
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 今年度から教育総務課において学童保育に関する事業を担当することになっ

たところでございますが、すでに市内の５つの学童保育所において待機児童が

生じている状況であり、今回はその中でも最も待機児童の多い中川小学校の学

童保育所について、対策案をお示しするものです。 

資料の１の項目のとおり、中川小学校の学童入所申請状況等につきましては、

現在のコビーアフタースクールやしおの定員４０名に対し７０名の申請があり、

２６名の待機児童が生じている状況でございます。 

このため、２の項目のとおり、新しく建設する古新田保育所の多目的室におい

て令和８年４月からの学童保育所の開設を予定しておりましたが、建設工事の

遅れにより開設できないようになったため、中川小学校１階の「パクパクルーム」

を使用しまして、令和８年４月から学童保育所を開設し、令和９年１月を予定し

ております新・古新田保育所の完成に合わせ、そちらへ場所を移して学童保育を

継続することを計画しているものでございます。 

この学童保育所の整備のための課題としましては、パクパクルームのセキュ

リティ、床、ロッカー、パーテーション、エアコン等の整備が必要になります。

また、令和９年１月以降、「放課後子ども教室」の実施についてもあわせて検討

してまいりたいと考えており、これらの事業費の精査も必要となります。 

これらの課題を踏まえ、今後のスケジュールについてですが、まず補正予算案

の検討を進め、教育委員会で補正予算案について議決をいただきましたら、７月

開会の議会に補正予算案を提出し、議決後、９月からパクパクルームの整備を開

始し、来年４月からの学童保育所の運営スタートを目指してまいります。 

 

●柳町新設小学校準備室長 

（１）新設小学校工事現場定点写真 

 工事現場定点写真ですが、４月１１日時点では、約５０メートルの杭を一日約

２本程度、地中に埋め込む工事をしており、４月２５日時点で７４本の杭工事が

完了したところでございます。５月９日時点では配管工事を行うため、地下ピッ
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ト部分の堀削を行っており、６月になると１階部分が見えてくるようになると

思います。 

 

●倉林教育部副部長兼社会教育課長 

（１）命の大切さを学ぶ講座「いのちのおはなし」について 

 令和７年度の命の大切さを学ぶ講座の実施予定でございます。すでに実施し

ている小学校もございますが、命の大切さを学ぶため、市内の小学校において助

産師であり、看護師でもある直井亜紀先生を講師に招き、命の話をしていただい

ているところでございます。 

 本講座では例年、児童と保護者を対象に命の誕生、大変さを再認識していただ

き、思いやりや自尊心を育む学習プログラムを展開するなど命の大切さと生き

ることの責任を改めて考え、伝える場となっております。 

 これまで市内５校の小学校で実施しておりましたが、実施できていない小学

校から要望を受け、今年度から市内全小学校において実施可能となったため、申

し込みのあった９校で実施する予定でございます。なお、今年度実施しない八條

北小学校は昨年５、６年生を対象に実施しており、今年度は辞退の申し出がござ

いました。 

 

（２）令和７年度 やしお市民大学・大学院の入学状況について 

 ５月１０日に令和７年度やしお市民大学・大学院の入学式及び始業式を挙行

したところでございます。 

 今年度の市民大学は、２２期生である第１学年１０名、第２学年９名、市民大

学院は２名の合計２１名が入学及び進級したところでございます。 

 また、今年度から卒業生を対象に学び直しができる再入学及び聴講生の制度

を新設いたしました。第１学年１０名のうち３名が再入学であり、６名の方から

聴講生の申し込みがございました。 
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 なお、市民大学では平成１５年から令和６年までに３９６名、市民大学院では

平成１９年から令和６年までに９１名の合計４８７名が卒業されております。 

 

●藤田社会教育課主幹兼公民館長兼図書館長 

（３）りらーと八條空調機器更新工事に伴う休館について 

 りらーと八條の空調機器設備設置から２５年以上が経過し、故障や経年劣化

等が見られることから８系統あるうち３系統の室外機３台、室内機１７台の更

新工事を行うこととなりました。それに伴い、利用者の安全確保及び工事の効率

化を図るために、部分休館ではなく、全館休館させていただきます。 

休館期間は令和７年７月１日から７月３１日までの１か月間を予定しており

ます。周知方法といたしましては、広報やしおやホームページに掲載し、館内掲

示板でも広く周知を図ってまいります。 

 

●髙山教育部参事兼文化財保護課長兼資料館長 

（１）第９９回歴史講座「絵図でたどろう～鶴ケ曽根の史跡めぐり～」の実施結

果について 

 ４月２２日に実施いたしました第９９回歴史講座では、参加者８名が職員の

案内のもと、当時の道や水路を辿りながら神社やお寺を見学いたしました。 

 講座終了後のアンケート結果から、日常生活の身近な場所にも様々な文化財

が残されていることをご理解いただけたのではないかと考えております。 

 

（２）季節展示「端午の節句」の実施結果について 

 今回の展示会では、館内１階ホールと資料館併設の古民家を会場に甲冑飾り

や節句人形、こいのぼりを展示し、端午の節句の起源や変遷を紹介いたしました。 

期間は令和７年４月１９日から５月１１日までの２０日間、来場者数は１０８

名でございました。 
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（３）体験講座「白玉づくりで江戸時代を知ろう」の実施について 

 今回の体験講座は、本市の特産品のひとつである白玉粉の歴史を子どもたち

に知ってもらうことを目的に開催するもので、企画と運営は本市と包括連携協

定を締結している淑徳大学の学生が担当いたします。 

 講座で使用する白玉粉は、もち米を原料とする食材で、練って団子状にして湯

がいたものを砂糖水に浮かべて食する光景は江戸時代から夏の風物詩として浮

世絵等にも描かれております。また、本市における白玉粉製造は、江戸時代後期

から盛んとなり、その味の良さは評判を呼びました。 

本講座では、本市の食文化を支えた産業を学び、また、調理、試食を通して江

戸時代の庶民の食生活に思いを馳せていただけるものと考えております。 

最後に次第にはございませんが、資料館では６月２４日から６月２６日まで

の３日間、収蔵資料に付着した虫やカビの殺虫、殺菌作業のため臨時休館を予定

しております。市民の方へは広報やしお６月号やホームページで周知していく

予定でございます。 

 

●山内教育部副部長兼学務課長 

（１）学校給食について 

はじめに、学校給食費の収納状況についてご説明申し上げます。 

 資料の表面は、小学校の４月から３月までの収納額・未納額・収納率の一覧と

なっており、右下にございます収納率は９９．９２％でございます。 

 また、資料の裏面は、中学校の一覧となっており、収納率は９９．９４％とな

っております。 

 このページの右下が、今年５月１４日までの、小中学校を合算したまとめでご

ざいまして、収納率は９９．９３％、未納額は２０５，７１３円となっておりま

す。なお、令和６年度分の納入期限は５月３１日でございますので、あと数日の

間に入金があった場合には、さらに収納率が上がる可能性がございます。 
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●竹田学務課主幹 

 続いて、令和７年度第１回（全体で第５回目）八潮市学校給食審議会開催結果

についてご説明いたします。 

 開催日は４月２４日、出席委員は１０名、傍聴者は５名でした。議事に入る前

に議事（１）と議事（２）等をまとめて説明し、その後に審議していただくこと

となりました。 

 会長からは、「前回の審議会において、教育委員会としては、候補地として八

潮高校跡地を活用したいと説明があった。設置方法については、返還される土地

の広さ、財政面等を考えると現時点では②か③を選びきれない。②の建て方であ

ってもヒューマンエラーを含めた食中毒リスクをしっかりと排除した運用がで

きるのかどうか、かつ PFI、ランニングコスト、建て替え用地等について、疑問

点や懸念事項を踏まえて次の審議会で再度確認していきたい。」とまとめたとい

うことの説明がありました。 

 委員からの質疑では、「④の建て方も検討の対象とするべきではないか。」とい

うような意見をいただきました。 

 次に議事（１）（２）の説明です。資料１と資料２に沿って説明をいたしまし

た。 

主な内容ですが、「八潮高校の跡地利用については他部署にて県と調整をして

いる。今後、公設給食センターの整備に跡地を利用することが決定した場合には、

教育委員会もこちらの要望を伝えていきたいと考えている。未定ではあるが、返

還される土地の面積は約１．３ヘクタールになる見込みである。建て替え用地に

ついては②の建て方であれば、同じ敷地内で建て替えが可能であるが、③の建て

方だと面積的に同じ敷地内では建て替えが難しい。近隣自治体では、建て替え用

地の検討がほとんどされていない状況、建て替えをしている間の給食提供につ

いて、大変困っているとの話があった。本市ではこれまでの経緯もあるため、給

食提供を二度と止めないために建て替え用地を確保することはとても重要であ

ると考えている。建て替え以外の長期的な給食提供体制のあり方では、将来の児
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童生徒数の動向が重要であり、小学校では今後若干の減少傾向の後、増加が見込

まれている。中学校でも同じような推移であることから、大きな変動がない見込

みである。コスト面についても考慮しながら、持続可能でおいしい給食を子ども

に長期的に提供できることも大切であるとしている。ＰＦＩ事業について、業者

に確認したところ、３，５００食でＰＦＩの事業手法を活用している事例があっ

たが、５，０００食以上が基準となることが多い。」と説明いたしました。 

 委員からの質疑では、「③の建て方では建て替えをするには２棟分の建て替え

スペースが必要となり、１棟ずつ建て替えるのであれば、建て替え場所は１カ所

となるため可能ではないか。」というような意見をいただきました。 

事務局としては、１棟ずつの建て替えでも敷地面積は大変難しい状況である。

と回答をしております。 

また、「運営は市がやるのか、外部委託して民間業者にすべてお任せするのか、

現時点での見解を教えてほしい。」というような意見をいただきました。 

 事務局としては、具体的な運営については現時点では決めていないが、献立作

成、食材発注は本市でも行っていきたいと考えていると回答しております。 

次に設置方法について、これまでの説明や意見等を踏まえて各委員からは、

「集中的な衛生管理やランニングコスト等を考えると②の方が良いと今は思

う。」「集中した衛生管理ができること、比較的早く整備ができ、同時期に給食提

供が可能となることから②の建て方が望ましい。」「八潮高校の跡地１つで考え

るべきなのか前提がわからない。」というような意見をいただきました。 

事務局では、他に候補地がないため、この土地を軸に考えていきたいと回答を

しております。 

また、「設置方法について、理想は④であるが、今の八潮の状況では④は考え

にくい。できれば③が良いと考えているが、②にするか③にするかは最終的に市

が考えていくこと。」「ＰＦＩの事業手法の説明をしてほしい。」「今の約１．３ヘ

クタールの広さと形を考えると②しかないと感じている。」「八潮高校跡地の返

還の面積の拡張の可能性はありうるのか。」というような意見をいただきました。 
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事務局では、約１．３ヘクタールに可能であればプラスの土地を要望していき

たいと回答しております。 

続いて、「設置方法について、最初は④が良いと思っていた。本来は自校式が

望ましいと思う。②と③では一長一短である。できれば工夫して③の建て方にし

てほしいが、最終的に決めるのは八潮市であると思う。」「早期に整備運営ができ

る②の建て方がよい。」「ある程度離れた場所で、それぞれ別のメニューで、別々

の管理者が給食提供を行った方が好ましいと思う。まとめると②の建て方はな

い。③か④がよく、可能であれば④の建て方を追求したい。」「同じ敷地でわざわ

ざ別の建物２つに建設費及びランニングコストをかけることは現実的には考え

にくい。②の建て方を断然推す。」「食品会社の工場設計の仕事をしており、安全・

リスク等すべてを管理できるということで、大体の工場は②の建て方になって

いる。予算的なことを考えると②の建て方がよい。」というような意見をいただ

きました。 

なお、会長からの意見はございませんでした。 

次に、今回欠席した委員からの意見を事前にいただいております。 

「衛生面で集中管理ができることやＰＦＩ事業が可能な建て方、建設の初期

費用だけでなくランニングコストを含めたコスト面、建設用地の面で現実的で

あることを考慮すると、設置方法②の建て方が最適である。」「集中的な衛生管理

が大切、ランニングコストを考え、持続可能である設置方法は②の建て方である

と考える。」「設置方法②は市民の早期設置の期待に応えるべく、比較的早く整備

することができ、同時期に開始が可能である。また、②では、敷地内に建て替え

用地を確保できる可能性がある。」というような意見をいただきました。 

続いて、当日のまとめとして会長が発言した内容を抜粋して紹介いたします。 

「早期に子どもたちに公設給食センターでの給食を提供することを考えると設

置方法②の建て方がよいのではないかという意見が多かった。理想を言えば④

がよいという意見もあった。将来を見据えて長期的な給食提供体制のあり方と、

望ましい複数設置のあり方の両方を考え、②の設置方法の意見が多かった。もう
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１回この審議会があるので、今回は②の建て方の意見が多かったが、さらに情報

収集していただきたい。次回は答申素案について審議し、答申を提出しなければ

ならない。」また、「現時点では審議会として委員の皆様の意見では、人数的には

設置方法②がよいとされる方が多かったという認識でよいか。」と各委員に振っ

たところ、了承していただきました。 

 最後に、会長のまとめに対する委員からの質問として、「八潮高校跡地は市街

化調整区域である。本来は新しい建物は建てられないと思うが。」との質問がご

ざいました。 

事務局では、庁内担当課長の会議で確認したが、工業系の用途地域のように適

地ではないにしても、今回のような計画ができることを確認していますと回答

しております。 

続いて、「八潮高校跡地周辺の市街化調整区域の土地も買収や借地により面積

を増やして形を整えるということは可能か。」との質問がございました。 

事務局として、新たに土地を買うということは候補から除いている。候補地の

周辺には民地があり、南側は病院があるためお借りすることができない。新たな

面積は県から返還される学校側の面積を増やせるかどうかまでが現実的なとこ

ろであるとの回答をしております。 

議事（３）答申（案）の作成に向けて、事務局からは、「第１回からお配りし

ているスケジュールでは、次回、第６回の審議会で答申する予定である。答申素

案については、今までの委員の皆様のご意見などを盛り込んだ答申素案を事務

局で作成し、事前に会長・副会長に確認していただいた上で、皆様に郵送または

メールでご意見をいただき、その取りまとめたご意見を基に次回の審議会で審

議し、答申を決める方法がある。審議会として、答申素案の作成方法について、

ご意見を伺いたい。」と説明をいたしました。 

こちらについては、説明した内容で了承をいただいております。 

その他、次回は６月２７日の金曜日に開催する予定でございます。 

●坪田学務課主幹 
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（２）八潮市立小中学校管理規則の改定について 

 令和８年度から第２学期の始まりを現行の８月２５日から改めまして９月１

日からとする改正でございましたが、市内小中学校の夏季休業日について、国や

県の動向を注視しながら、熱中症対策や授業時数確保など様々な視点から検討

してまいります。 

 

（３）学校における働き方改革基本方針の改定について 

 令和４年度に市内小中学校の教職員を集めて作成した基本方針の改定となり

ます。 

 改定の経緯といたしましては、埼玉県の基本方針が改定されたこと、本市の基

本方針の効果の検証を行い、見直す時期と捉えているためでございます。 

 効果の検証につきましては、朝の諸活動の廃止、毎日の留守番電話の設定など

教職員の業務の見直し、校務支援システムの導入による業務の効率化、市内音楽

会や陸上大会の中止等の改革を進めてまいりました。 

 今後の取り組みといたしましては二つございます。 

一つ目が３年間行った基本方針の効果の検証でございます。現在、検証段階で

はございますが、勤務時間外の時間が大きく減ったことから確実に効果が出て

いる状況でございます。 

 二つ目が、八潮市の基本方針を見直すため、働き方改革推進委員会を今年度も

開催する予定でございます。 

 

●山口小中一貫教育指導課長 

（１）令和７年４月・５月 事件・事故報告について 

 ４月から５月の事件・事故につきましては、合計で７件、内訳は不審者情報が

２件、虐待疑いが２件、校内事故による救急搬送が１件、交通事故が１件、暴力

行為が１件でございます。救急搬送された児童や暴力行為を受けた児童は、いず

れも大事には至っていないと報告を受けております。 
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 これから暖かい時期を迎えるにあたり、熱中症対策、衛生管理、不審者対応等

につきましても、適切な対応を各校で徹底してまいります。 

 

［ 教育長諸報告及び部課長報告・連絡事項の一括質疑 ］ 

○橋本委員 

 市内の小中学校の様子について、先生の出勤時間、子どもたちの登校時間は各

校違いがあると思いますが、新しく来た先生方から意見や声はあがっています

でしょうか。 

●猪原教育部理事 

 朝の部活動も一律無く、教職員は８時１５分に間に合うように出勤している

ため、特に意見等は伺っておりません。 

 

○加藤教育長職務代理者 

 八潮市立小中学校管理規則の改定について、来年度からでよろしいでしょう

か。 

●坪田学務課主幹 

 現時点では未定でございます。国や県の動向を注視しながら、熱中症対策や授

業時数確保など様々な視点から検討してまいります。 

 

○髙橋委員 

 八潮市立小中学校管理規則の改定について、夏季休業日が長くなるというこ

とで授業時数の確保は問題ないのでしょうか。 

●坪田学務課主幹 

 第２学期を９月１日からとしたとしても年間の授業時数は確保できるように

なっております。 

 以前、夏季休業日を短縮したときと現在では考え方は変わってきており、短縮

したときは予備時数を確保したうえで授業時数を確保する考え方であったため、
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足りない分は夏休みを短縮して確保しておりました。ただ、現状の考え方として

は、予備時数の確保はやめるよう国や埼玉県から通達がきているところでござ

いますので、授業時数の確保は問題ございません。 

 

○井上教育長 

 予備時数がなぜ必要だったかの説明をお願いします。 

●坪田学務課主幹 

 これまでは、例えばインフルエンザで学級閉鎖となってしまった場合や台風

等の不測の事態に備えて授業時数が足らなくならないように予備時数を確保し

ておりました。現在も不測の事態の恐れはありますが、そのような事態になった

際は保護者へ通知し、５時間授業を６時間授業に延ばすなどの対応も可能であ

るため、現行の考え方へ移行しております。 

 

○木下委員 

 学童保育所の待機児童について、中川小学校以外の状況はどうなっているの

でしょうか。 

●松本教育総務課長 

 学童保育所の待機児童につきましては、４月末退所や５月新規入所申請がご

ざいますので、随時状況は変化しておりますが、基準として４月１日時点の状況

でお答えいたします。 

 待機児童数は、中川小学校が２６名、八條小学校が１０名、大曽根小学校は学

童保育所が二つございまして、けやき学童クラブが９名、コビーアフタースクー

ルやしおＳＴが１９名の合計２８名、潮止小学校が１４名となっております。 

 今後の対応としては、学校の施設を有効活用することも視野に入れながら、待

機児童解消に努めてまいります。 

 

○木下委員 
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 学校給食について、ＰＦＩ手法は民間企業に一括委託するものとの認識だっ

たが合っていますでしょうか。 

●竹田学務課主幹 

 ＰＦＩとは、民間の資金、ノウハウ等を活用して公共事業を推進する手法でご

ざいます。ＰＦＩの効果としては、民間の技術を活用できること、コスト削減を

期待することができます。八潮市ではＰＦＩの活用指針がございまして、事業費

の総額が１０億円以上の事業はＰＦＩの導入を検討することとなっております

ので、給食センターについても検討しているところでございます。 

●山内教育部副部長兼学務課長 

 補足といたしまして、②の設置方法ですと７，０００食を見込んでおりますの

でＰＦＩが活用できると考えております。 

 また、民間企業に一括委託するという訳ではなく、市の施設ですので、栄養士

等の市職員も配置して市が運営していくものでございます。 

 

○木下委員 

 働き方改革について、八潮市として見直した内容として、市内音楽会や陸上大

会の中止とあるが、保護者からすると、子どもたちにして欲しい経験がなくなっ

てしまうのが残念と感じてしまうので、そういった経験がこれ以上は無くなら

なければと思います。 

●猪原教育部理事 

 働き方改革で行事の見直しがされているが、市全体で行う行事は減っている 

が、各学校で陸上の記録会や学年で音楽会を開催するなど様々な経験ができる 

取り組みは行われております。 

 また、ハンドボール部の地域展開をはじめ、部活動においても先生方の土日の 

負担を減らすことと同時に、部活動にも力を入れていきたいという先生方もお 

りますので、そういった先生方を活かしていくことも検討していかなければな 

らないと考えております。 

 第一に子どもを中心に考えながらも、働く先生方とのバランスをみて働き方 
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改革を進めていきたいと思います。 

 

○木下委員 

 物価高騰のなか給食費が値上がりしない工夫はあるのでしょうか。 

●竹田学務課主幹 

 食材の価格高騰については市で負担している部分がございます。小学校の場 

合は、保護者負担額は１食あたり約２５０円ですが、食材費高騰分として１食あ 

たり４９．６１円の公費負担を行っております。 

 献立の工夫といたしましては、業者から生魚を納品できないと言われている 

状況のため、白身魚フライ等の加工品を使用することや、鰯などの納品できる魚 

を探していただくなどで対応しております。また、食材を選ぶ際は、その時の旬 

の食材で質が良く、比較的安いものを選ぶようにしております。 

 

○木下委員 

 不審者対応として、保護者が学校に入る際に付けるネームプレートの取り扱 

いと、不審者に学校に入りにくいと思わせるような取り組みについてお伺いで 

きますでしょうか。 

●猪原教育部理事 

ネームプレートについては、使用している学校と使用していない学校がござ

います。来賓用にネームプレートを置いておき、自主的に着けていただくように

している学校もあるため、確実に着けていると確認することは難しいかもしれ

ませんが、対応として確認作業は可能だと考えます。 

不審者が学校に入りにくい仕組みについては、多くの学校で門は閉めるが鍵

までは閉めていない状況で、来賓が来た都度鍵を開けに行くことや、ガードマン

を常に配置することは難しいため、不審者に対しては、「門が閉まっている」と

いうひと手間をかけること、また、すぐできる取り組みとしては、教職員以外の

大人がいるときは、先生方も子どもたちも挨拶をすることが効果的なことだと

考えております。 
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○髙橋委員 

 給食センター整備について、資料では全工程の予定が記載されているが、いつ

までに建設するかなど今後のスケジュールは決まっているのでしょうか。 

●山内教育部副部長兼学務課長 

 資料の中では、明確に何年度に何を行うかということまでは示すことができ

ていないが、来年度の予算で基本構想、基本計画を策定するための予算化を行う

予定でございます。その後、八潮高校跡地のインフラ整備を経て、具体的なスケ

ジュールをお示しできるものと考えております。 

 

[ 教育長が定例会閉会の宣言をする ] 

 

会議終了。  


